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Ａ．研究目的	

本研究では一般住民後期高齢者を対象に、要介護認

定と生活習慣病及び慢性疾患の関連があるかどうか

を検討することを目的とした。	

Ｂ．研究方法	

本研究は高齢者長期縦断疫学（SONIC）研究

において、横断解析と縦断解析（追跡期間3年）

を実施した。本解析の対象者は、ベースライン

で80（±1）歳及び90（±1）歳の地域在住高

齢者から抽出された者のうち、ベースラインで

認知症を有していない者とした。縦断解析実施

時は、ベースラインで介護認定を有している者

も除外した。介護認定をアウトカムとし、生活

習慣病・慢性疾患（血圧値高値、LDLコレステ

ロール値高値、HbA1c値高値、脳卒中、心臓病、

高血圧、糖尿病、脂質異常症、骨粗しょう症、

関節の変形や痛み、がんの有病）を説明変数と

し、body mass index、教育年数、経済状況、

サポート状況、地域性を調整変数として、ロジ

スティック回帰分析を実施し、オッズ比（OR）

と95%信頼区間（CI）を求めた。すべての統計

分析は年齢・男女別に行い、統計学的有意水準

は5％未満とした。 
	

Ｃ．研究結果	

横断解析では、80（±1）歳は男生 384 名及び女性

443 名、	90（±1）歳では男性 109 名及び女性 133

名が対象となった。縦断解析では、80 歳代は男性

230 名及び女性 217 名、90 歳代は男性 29 名及び女

性 30 名が対象となった。80 歳代女性において、

介護認定は関節の変形や痛み（横断：OR	[95%CI]	

=3.50	 [1.68-7.33],	 縦断： OR	 [95%CI]	 =4.16	

[1.47-11.79]）、高血圧（縦断：OR	[95%CI]	=3.87	

[1.30-11.53]）と有意な関連がみられた。80 歳代

男性では、がん（縦断：OR	 [95%CI]	 =27.83	

[3.78-205.02]）、脂質異常症（縦断：OR	[95%CI]	

=6.05	[1.02-36.01]）と有意な関連がみられた。

その他では横断解析において要介護認定と有意な

関連がみられた。その内訳は血圧値高値で 80 歳男

性（OR	[95%CI]	=0.16	[0.04-0.61]）及び 90 歳男

女（男：OR	[95%CI]	=0.25	[0.07-0.87],	女：OR	

[95%CI]	=0.12	[0.04-0.37]）、脳卒中で 80 歳男女

（男：OR	[95%CI]	=4.34	[1.28-14.74],	女：OR	

[95%CI]	=4.55	[1.36-15.24]）及び 90 歳女性（OR	

[95%CI]	=13.32	[2.13-83.28]）、心臓病で 80 歳男
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女（男：OR	[95%CI]	=5.52	[1.90-15.98],	女 OR	

[95%CI]	=2.55	[1.17-5.55]）、骨粗しょう症で 80

歳女性（OR	[95%CI]	=2.24	[1.12-4.51]）であっ

た。	

	

Ｄ．考察	

地域在住高齢者においても、高齢者施設や入院患者

を含む我が国の National	data と同様に慢性疾患が

要介護認定に影響を及ぼしている可能性があること

が明らかとなった。しかしながらその疾患が要介護

の主原因かどうかわからないが、有意な関連を示し

た疾患を有する場合要介護認定を受けやすいことが

明らかとなったことは意義深い。	

	

Ｅ．結論	

地域在住高齢者において、関節の変形や痛み、高血

圧、がん、脂質異常症が新規要介護認定発生と関連

していた。これは施設で暮らす高齢者を含めた研究

の結果と同様であり、介護予防対策では生活習慣

病・慢性疾患の予防が重要であることが示唆された。	
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